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1) Wallace B. Donham， "The Graduate School of Business Administration，" from the Report of the President of 




のエルトン・メイヨー教授がこの集団のメンバーです。 A. V. ボック博士、 C. D. 




















ヘンダーソン(JosephHenderson) と母メアリー .R・ボスワース (MaryReed Bosworth) 
の長男として、マサチューセッツ州ボストン郊外にある大西洋に面した静かな港町リン
(Lynn) で生まれた。彼は、初等教育をマサチューセッツ州セイレム (Salem) のパブリッ
ク・スクールで受け、次いでセイレム・ハイスクールで学び、そこで数学と物理学に興味
を示した。
2) Steven M. and Elizabeth C. Horvath， The Harvard Fatigue Laboratory.・ItsHistory and Contributions， Prentice 
Hal， 1973. p. 45 
3)本節は、以下のものを基礎に置いている。吉原正彦「し J.ヘンダーソン研究序説ー一一ハーバードにおける
活動の軌跡ーーJr千葉商大論叢』第14巻・第3号、 1976年12月.239-266頁なおヘンダーソンについての
主な資料としては、次のようなものがある。 WaiterB. Cannon， "Lowrence Joseph Henderson， 1872-1942，" 
National Academy Biological Memories， Vol. xll， 1943. p. 31-58. John L. Parascandola， Lawarence J. 
Henderson and the Concept of Organized Systems， unpublished dis.， University of Wisconsin， Madison， 
1968.佐々木恒男「訳者あとがき一一ローレンス J.ヘンダーソン:その人と業績一一 Jrし J.ヘン
ダーソン 組織行動論の基礎一一パレートの一般社会学 -j東洋書凪 1975年. 116ー 144頁加藤勝

































4)しJ.Henderson， Memories， unpublished autobiographical manuscript dictated in period 1936-1939， inWidner 





ヘンダーソンはチャールズ河を渡って、ケンブリッジ、に移ったのである。 OavidB. Oil/， "The Harvard Fatigue 
Laboratory: Its Oevelopment， Contributions， and Oemise，" $upplement I to Circulation Research， Vols. XX 
and XXI， March 1967. p.卜161
ソンの哲学的な諸問題に対する関心を強く刺激し、彼はA. N. ホワイトヘッドやB.ラッ
セル、その他の著作に精通するようになり、科学の一般的問題に対する理解が次第に深化
























り、初めそれはニュー・クラブ (theNew Club) と呼ばれたが、ロイスの死後、口イス・
クラブとして10年ほど続き、ヘンダーソンは同僚たちと科学方法論や科学哲学に関する諸
観念について大いに議論し合ったlへその同僚の一人にW. M. ウィーラー (WilliamM. 
6)ヘンダーゾンは、科学の歴史を、環境を解釈し、支配する人聞の闘いの物語であると考えていた。彼は科学
史学会の創立メンバーの一人であり、その最初の会長を務めた (1924-1925年)0 John L. Parascandola， 
Lawarence J. Henderson and the Concept of Organized Systems， op.α1.， pp. 14-15 
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ず、弟子のE. J. コーン (EdwinJ. Cohn 1892・1953) に任せた。すでに血液の物理化学的
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27)この講演は、 1927年5月6日、アメリカ経営大学院協会 (theAmerican Association of the Collegiate Schools of 
Business)の春季大会で行われ、その内容は以下に収録されている。L.J. Henderson， "Business EducatJon 
as Envisaged by the Scientist，" Harvard Business Review， Vol.V No.4， July 1927. pp.422・423






























29) Ibid.， p.422 
30) Ibid.， p.423. 
31) John τ. Edsall， "Henderson， Lawrence Joseph，" ln三dwardτJamesed.， DictI(コnaryof American Biography 
Supprement 11， 1941-1945， New York， Charles Scriber's Sons， 1973. p.351. 
32) Alfred N. Whitehead， Science and the Modem Wor/d， Lowell Lecture， 1925， New York， First Free Press， 1926. 
33) Cf， L.J. Henderson，明 PhilosophicalInterpretation of Nature: Being a Review of Science and the Modem W 
。r/(プ':Lowell Lectures， 1925， by Alfred North Whitehead，" The Ouarter/y Review of Bioわ'gy，Vol. 1， No. 2， April 



























34) Alfred N. Whitehead， "Universities and Their Function，" in Whifehead谷AmericanEssays in Social Philosophy， 
ed. by A. H. Johnson， Westport， Connecticut， Greenwood Press， 1959. pp.186-199. 
35) Ibid， p.193 
36) Ibid.， p.188. 
37)この思索の自由を学生に対して確保するためにハーヴァード大学で設置された研究奨励制度として、"TheSociety 
of Fellows"が.挙げられる。これは、ヘンダーソンとホワイ卜ヘッドとのまさに協働の結果であり、 1926年に創
51tされた。 CraneBrinton， The Society of Fellows， The Society of Fellows of Harvard University， Cambridge， 
Mass， 1959.加藤勝康『バーナードとヘンダーソンL上掲， 368-374頁
38) A. N. Whitehead， "Universities and Their Function，" op. cit.， p.197. r訳書j141頁
39) Ibid.， p.194. r訳書j138頁
